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第１回平沢小学校・院内小学校統合準備委員会会議録（要旨） 

開催日時 令和 8年 1月 27 日（火） 
開 会 午後 6時 00 分 

閉 会 午後 7時 27 分 

開催場所  金浦公民館 軽運動室 

会議次第 

1.開会 

2.教育長あいさつ 

3.委員並びに事務局の自己紹介 

4.にかほ市学校環境適正化基本計画及び学校再編計画の概要について 

5.統合準備委員会設立の趣旨について 

6.統合準備委員会設置要綱について 

7.委員長・副委員長の選任について 

8.協議案件 

 ① 統合準備委員会の組織（部会）について 

 ② 学校名、校章、校歌について 

 ③ 今後の予定について 

 ④ その他 

9.閉会 

会議資料 

・資料 1「にかほ市学校環境適正化基本計画（抄）」 

・資料 2「平沢小学校・院内小学校統合準備委員会設置要綱」 

・資料 3「平沢小学校・院内小学校統合準備委員会組織図（案）」 

・資料 4「平沢小学校・院内小学校統合準備委員会 協議・調整資料」 

・資料 5「平沢小学校・院内小学校統合準備委員会の開催スケジュール」 

委員出欠

状況 

氏 名 出欠 氏 名 出欠 

 安 齋  ＊ ＊ 出 畠山 ＊＊＊ 出 

 佐 々 木  ＊ 出 佐々木 ＊＊＊ 出 

 渡 邉  ＊ ＊ 出 佐 藤  ＊ ＊ 出 

 小 松  ＊ ＊ 出 荘 司  ＊ ＊ 出 

 佐 藤  ＊ ＊ 欠 伊 藤  ＊ 出 

 阿 部  ＊ ＊ 欠  秋 田  ＊ ＊ 出 

 宮 崎  ＊ ＊ 出 佐 藤  ＊ ＊ 出 

 大 石  ＊ ＊ 欠  六 平  ＊ ＊ 出 

 齋 藤  ＊ ＊ 出  横 山  ＊ ＊ 出 

 齋藤 ＊＊＊ 出  佐 藤  ＊ ＊ 欠 

事務局 

教育長 小園 敦 教育次長 佐藤 喜仁 

教育総務課長 山田 高 学校教育課長 菊地 良 

教育研究所指導主事 澤田 潤 学校教育課班長 西村 智久 

教育総務課班長 加賀 真珠美  
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決定事項 

1.委員長・副委員長は次のとおりとする。 

 委員長 渡邉 京一 委員 、副委員長 横山 良光 委員 

2.学校名、校章、校歌については、平沢小学校のものをそのまま継承し 

て使用することとする。 

次回日程 令和 8年 5月中旬頃（予定） 

 

会議の要旨 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育次長 

 

 

教育次長 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

1.開会 

4 名の委員から欠席の連絡あり。「平沢小学校・院内小学校統合準備委員会

設置要綱」の規定に基づき、会議の開催にあたっては過半数の出席を必要と

しているが、委員 20 名中 16 名の出席を確認した。 

 

2．教育長あいさつ 

令和 8 年度、9 年度と 2 年間の工程を想定しているが、皆様方のご協力を

得て、お一人おひとりの思いを結集し全ての子どもたちの笑顔、未来の教育

のために、お力添えいただきたい。この地域で生き、この地域を愛している

皆様による充実した審議、委員会になることを期待する。 

 

3．委員並びに事務局の自己紹介 

委員並びに事務局が名簿順に自己紹介 

 

4．にかほ市学校環境適正化基本計画及び学校再編計画の概要について 

（事務局から資料 1「にかほ市学校環境適正化基本計画（抄）」について説明） 

 

5．統合準備委員会設立の趣旨について 

学校の統合に向け、課題の抽出と不安等の明確化を図る。順次結論を導き

出し、子どもたちが安心して学校生活を送れる準備を整えるため、本組織に

おいて調整を行う。 

 

6．統合準備委員会設置要綱について 

（事務局より資料 2「平沢小学校・院内小学校統合準備委員会設置要綱」につ

いて説明） 

 

7．委員長・副委員長の選任について 

委員長に平沢地区会長会会長 渡邉京一、副会長に院内小学校学校運営協議

会会長 横山良光を選任。 
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教育総務課長 

 

 

平沢小学校 

校長 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

教育次長 

 

 

平沢小学校 

校長 

 

教育次長 

 

横山副委員長 

 

 

 

教育次長 

 

渡邉委員長 

 

 

 

教育次長 

 

 

 

 

 

教育次長 

 

8．協議案件 「①統合準備委員会の組織（部会）について」 

（事務局より資料 3「平沢小学校・院内小学校統合準備委員会組織図（案）」

について説明） 

 

統合校舎環境整備をしていただく必要がある。校舎利用の検討をする部会、

班がないがどのようになっているのか。 

 

 今年度は屋上防水、渡り廊下の改修を実施している。今後は統合に向けた

工事の洗い出し等が必要となる。すべての要望への対応は困難な側面もある

が、最低限の安心安全は担保する。新たに部会等をつくることも含めて協議

を進める。 

 

校長間での協議を通じ、各校の事務職員から意見や課題を吸い上げていた

だきたい。 

 

 栄養教員や事務職員、教務主任、特別支援担当と広い範囲になるが、よい

のか。 

 

各校の校長において、意見等を集約し、取りまとめていただきたい。 

 

 改善の要望に対して、全ての期待に応えられるかは分からないとするスタ

ンスは消極的である。安心安全のために責任を持って予算を確保し、工事を

完遂させるという熱意が必要だ。予算措置を強く求める。 

 

 予算措置に向け、当然ながら最大限の努力を尽くす。 

 

 部会による区分けはあるが、縦割りの意識にとらわれず、全員がいい方向

を目指し、互いに自由に意見を交わし合える組織、委員会として取り組むべ

き。 

 

 要綱にて「必要に応じて弾力的に運用することができる」と設けている。

部会の集約事項を委員会で最終決定する過程においても、意見の吸い上げは

可能であり、必要に応じて部会で再協議を求める場合もある。双方が合意形

成を図れるような運営に努める。 

 

8．協議案件 「②学校名、校章、校歌について」 

 （事務局より資料 4「平沢小学校・院内小学校統合準備委員会 協議・調整

資料」について説明） 
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委員 

 

 

教育次長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

渡邉委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

渡邉委員長 

 

教育総務課長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 小出小学校との統合で、院内小学校のものを継承すると決まった際、これ

に対して意見等はなかったか。 

 

 当時の委員会において、本案件は協議調整事項に設定されていなかった。

院内小学校の校名等を引き継ぐことが前提条件として既定されており、会議

内での議論の必要性について意見もあったが、決定事項として進められた。 

 

 中には地元愛が強く、校歌は残したい、校章は新しいものにしてほしいと

いう意見が出ることも考えられる。軋轢が生まれる可能性にもなるので、こ

この委員会で簡単に決めていいのだろうかと思うところがある。逆の立場で

考えた時に、淋しい思いが出てくると思い質問した。 

 

 当然のご意見である。本件は本日の主要な協議、調整事項である。方向性

を決定しなければ次段階へ進めないため、最終的な承認を求める。 

 

 意見がありませんでしたので、議長として承認ということで手続きしたい。 

 

 

 

 

 

 

8．協議案件 「③今後の予定ついて」 

 （事務局より資料 5「平沢小学校・院内小学校統合準備委員会の開催スケジ

ュール」について説明） 

 

 部会開催の通知は誰がどのように出すのか。 

 

事務局を務める教頭先生より部会委員へ開催案内を送付し、あわせて報告

事項の伝達を行う運用となっている。 

 

 PTA 副会長の各氏がどの部会に所属するか決定し、事務局へ報告されたい。 

 

9.閉会 

 

以上 

 

委員長が、本件について賛同が得られるか繰り返し諮ったが、委員から

は意見や異議は出されず、全員一致で承認された。この過程を経て、

本件は正式な合意事項として決定された。 


